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津
軽
の
発
展
に
貢
献
し
た

弘
田
氏
の
子
孫

紙
漉
沢
の
寺
子
屋
伝
説
も
あ

な
が
ち
単
な
る
言
い
伝
え
と
は

思
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
紙

漉
沢
堰
根
の
某
所
に
、
弘
田
氏

子
孫
の
墓
が
残
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
写
真
で
は
わ
か
り
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
墓
石
に

は
「
廣
田
～
」
と
刻
ま
れ
て
い

て
、
代
々
付
近
の
住
民
に
よ
っ

て
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
き
た
。

養
徳
が
開
い
た
寺
子
屋
も
、
お

そ
ら
く
こ
の
墓
の
付
近
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
一
説
に
は
、
養
徳
よ
り
も

古
く
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～

一
五
五
五
）
に
鹿
内
某
に
よ
っ

て
こ
の
付
近
に
寺
子
屋
が
開
か

れ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
資
料

等
で
の
確
認
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
弘
田
氏
の
子
孫

は
そ
の
後
、
「
広
田
」
に
改
名
。

藩
政
時
代
に
は
、
子
孫
の
一
人

が
現
在
の
五
所
川
原
市
広
田
付

近
の
開
墾
に
尽
力
し
、
広
田
村

の
開
祖
と
な
っ
た
と
い
う
。
か

つ
て
は
、
五
所
川
原
市
の
人
々

が
大
型
バ
ス
で
や
っ
て
来
て
、

紙
漉
沢
堰
根
某
所
の
墓
を
お
参

り
に
訪
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

県
内
最
古
の
寺
子
屋
を
は
じ

め
津
軽
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
広
田
一
族
の
墓
を
、

地
域
で
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

だ
。
（
文
責
：
加
賀
新
一
郎
）

相
馬
の
歴
史
を
探
求
す
る
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津
軽
最
初
の
寺
子
屋
を
開
い
た

長
慶
上
皇
側
近
の
子
孫

寺
子
屋
と
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
読
み
書
き
や
算
術
、

礼
儀
作
法
な
ど
を
教
え
る
、
江

戸
時
代
以
前
の
い
わ
ば
学
校
で

あ
る
。
当
初
は
寺
院
で
教
え
る

こ
と
が
多
く
、
僧
侶
が
師
匠
を

務
め
て
い
た
。

そ
の
寺
子
屋
が
青
森
県
内
で

最
も
早
く
設
置
さ
れ
た
の
が
、

相
馬
の
紙
漉
沢
地
区
だ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
現
在
、

紙
漉
沢
地
区
の
山
越
に
「
寺
子

屋
跡
」
の
案
内
板
が
建
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
に

あ
っ
た
寺
子
屋
の
跡
で
、
そ
れ

よ
り
か
な
り
古
い
天
正
年
間

（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
に

紙
漉
沢
地
区
の
堰
根
に
寺
子
屋

が
開
か
れ
た
と
伝
わ
る
。
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら

同
二
十
五
年
に
か
け
て
旧
文
部

省
が
編
纂
し
た
『
日
本
教
育
史

資
料
』
に
は
、
「
天
正
年
間
に

修
験
弘
田
養
徳
が
紙
漉
沢
村
に

寺
子
屋
を
開
い
た
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
青
森
県
内
で
最
古
の
寺

子
屋
と
さ
れ
て
い
る
。

弘
田
養
徳
は
、
元
中
二
年

（
一
三
八
五
）
ご
ろ
紙
漉
沢
に

来
ら
れ
た
長
慶
上
皇
の
側
近

だ
っ
た
弘
田
刑
部
の
子
孫
だ
と

言
わ
れ
る
。
前
出
の
『
日
本
教

育
史
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
二
十

五
人
の
寺
子
が
い
て
、
寛
文
年

間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）

ご
ろ
ま
で
約
一
〇
〇
年
間
続
い

た
と
い
う
。
長
慶
上
皇
は
学
問

に
長
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
側
近
た
ち
も
教
育
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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紙
漉
沢
堰
根
の
某
所
に
あ
る
弘
田
氏
一
族

の
墓
。
わ
か
り
に
く
い
が
、
左
の
石
に

「
廣
田
～
」
と
彫
ら
れ
て
い
る



こ
ん
に
ち
は
！

十
月
か
ら
相
馬
凸
凹
学
会
の
新
会
員
に
な
っ
た
木
村
と
申
し
ま
す
。

神
社
が
好
き
、
お
寺
が
好
き
、
そ
し
て
石
が
大
好
き
で
、
庚
申
塔

か
ら
館
跡
ま
で
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
ど
ん
ど
ん
出
か
け
、
思
い

の
ま
ま
に
と
こ
と
ん
突
き
進
ん
で
い
く
タ
イ
プ
で
す
。
相
馬
地
区
に

は
古
く
か
ら
の
習
わ
し
や
言
い
伝
え
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
相
馬
に
来
て

か
ら
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
い
ろ
ん
な
場
所
を
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

か
ら
少
し
ず
つ
で
す
が
、
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
馬
の
歴
史
や
伝
承
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
後
世
に
残
し
て
い
け
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
相
馬
に
来
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

●相馬凸凹学会とは
津軽平野の南端に位置し、台地と平地が入り組んだ凸凹地
形の相馬の歴史を地形・地理・地名といった新たな視点も
加えて調査・研究・記録するサークル。

石
マ
ニ
ア
・
木
村
の
相
馬
探
訪
そ
の
１

地区の方から教えていただいた樹齢???年のオオイチョウ。なか
なか見つけられずにいたのですが、秋晴れの中、ようやくたどり
着くことが出来ました‼ JA相馬村相馬支所の裏手ですが小道に
入るちょっと分かりにくい場所です。

昔は作沢川・藍内川の合流点に
なっていて、この樹に舟を繋いだ
と語り継がれているそう。
この辺りが川だったとは……想

像がつかず、地図を見てみました
が、やっぱり想像がつきませんで
した（笑）。
樹の下には３つの祠
今回は残念ながら落葉した後で

したが、来年は黄色く色づいた頃
にリベンジしたいです。ちなみに
公孫樹と書いてイチョウと読むそ
うで、今回初めて知りました。植
樹後、孫の代になったら実のなる
樹という意味があるのだそうです。

相馬地区を車で走ると庚申塔を目にしますが、他の地域と
比べると大きくて見応えがあり驚きます。昔から大きい石が
採れていたからなのか、お岩木山に見立てているのか、どち
らにしても日頃から大事にしているのがよく分かります。
春、秋彼岸には、庚申塔の前で百万遍の数珠回しを今でも

行っているそうで、石マニアの私にとって、古きものを大事
にされていることに敬愛の念を抱きます。
案内板には庚申塔の説明の他に、15カ所に25基あると表示

されていました。これは行かねばっ！ 先人の想いを実際に
感じたいっ（笑）。
おいさもあるや～という相馬地区の方、情報お待ちしてお

ります！


